
四国の中央構造線：鉱物資源の宝庫



元素周期表

太陽内部の核融合反応で生じる元素

超新星爆発で生じた重元素

輝安鉱の天然結晶 (Sb2S3)

西条・市ノ川鉱山の輝安鉱：

超新星爆発と地殻造山活動の産物



恒星の内部では核融合に
よって水素原子核から
ヘリウム原子が生み出され、
その際膨大なエネルギーが
放出されている

水素とヘリウムを燃料とした核融合が
終わると、恒星は赤色巨星となり崩壊
白色矮星 超新星爆発中性子星
その過程で、重い原子が作られる

恒星中心部での核融合反応

太陽における核融合反応



137億年前

- 100億年 - 50億年 0- 25億年

ビッグバン 46億年前

太陽系の誕生
地球の誕生

シアノバクテリア
の出現(光合成）

大気中
酸素増加

植物繁栄

- 3億年

太陽系の誕生
地球の誕生

（44億7000万年前）

46億年前

単細胞の誕生

シアノバクテリア ラン藻類

好気性細菌

紅色光合成細菌

植物

動物

古細菌

- 40億年 - 30億年 - 20億年 - 10億年 - 5億年

大気中酸素

宇宙のビッグバンから太陽系と地球の誕生へ

素粒子が凝集して原子核を構成
恒星の中で核融合
重い原子の創成
超新星爆発
ガス雲の飛散と凝集
恒星、銀河の創成と爆発の繰り返し

小惑星の衝突
衛星（月）の形成
地球の自転軸が23.4°傾斜

38億年前の
炭素粒が発見
（単細胞生物）

現在

人類



原始地球に衝突する小惑星・隕石

超新星爆発で生じた重元素が小惑星に乗って地球の地殻に衝突！
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